悲劇の歴史性 : 歴史の三形態と『悲劇の誕生』 by チャゾノ, ヨウイチ et al.
Title 悲劇の歴史性 : 歴史の三形態と『悲劇の誕生』
Author(s) 茶園, 陽一








































                                                     
1  ニーチェの著作からの引用は、下記の全集に拠った。なお、引用したドイツ語は、下記の全集の古い書体の 
  まま記した。 
  Nietzsche,Friedrich:Sämtliche Werke,Kritische Studienausgabe in 15 Einzelbänden（以下 KSA と略記す          
  る),hrsg.v.G.Colli und M. Montinari,Deutscher Taschenbuch Verlag de Gruyter,Berlin/New York,1988. 
本文中の引用箇所には、著書名の略記・頁数を記す。邦訳として理想社版および白水社版のニーチェ全集を 
  参照した。引用部分は筆者が原文から直接行った。また、上記の全集において隔字体で表記されている箇  
  所については、本論文において日本語で引用する際、下線を引いて表記する。 
  GT:Die Geburt der Tragödie,KSA.1.（『悲劇の誕生』) 
  UBHL:Unzeitgemässe Betrachtungen Ⅱ（Vom Nutzen und Nachtheil der Historie für das            
  Leben),KSA.1.（『反時代的考察』第二編「生に対する歴史の利と害について」) 
  MAⅡ:Menschliches,Allzumenschliches Ⅱ,KSA.2.（『人間的、あまりに人間的』第二巻) 
  EH:Ecce homo,KSA.6.（『この人を見よ』) 
悲劇の歴史性 
 - 130 - 
ゲル的な思考形式に従って執筆されていると述べる(Vgl.EH,S.310.)。すなわち、一つの理念、
すなわち「ディオニュソス的-アポロ的対立」という理念が、形而上学的なもののうちへと翻訳
























開は、三つの段階に区別することが出来る。すなわち「悲劇の誕生」、「悲劇の死」(der Tod der 







                                                     
2  『悲劇の誕生』においては、我々の生存(das Dasein)と世界は、美的現象としてのみ義認(rechtfertigen)される 
  と述べられている(Vgl.GT,S.47.)。 
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3  アポロン神は光の神(Lichtgottheit)でもある(Vgl.GT,S.27.)。光が個々の事物を輪郭づけるように、「個体化の  
  原理」は、アポロン神のごとき輝き(Schein)によって事物を分節化する作用をもつ。 
悲劇の歴史性 












































と著述家」(David Strauss der Bekenner und der Schriftsteller)を、彼がまだ学生であった時に抱いて
いた「ドイツ的教養」や「教養俗物」(Bildungsphilister)に対する嫌悪感に端を発していると述懐
する 5。 
またニーチェは第二編「生に対する歴史の利と害について」(Vom Nutzen und Nachtheil der 




















                                                     
4  Nietzsche,Friedrich:Sämtliche Briefe,Kritische Studienausgabe,Bd.3,hrsg.v.G.Colli und M.            
  Montinari,Deutscher Taschenbuch Verlag de Gruyter,Berlin/New York,2003,S.142f. 
5  ニーチェ自身による学生時代の記録は、シュレヒタ版ニーチェ全集に収められた「二年間にわたる私のライ 
  プツィヒ時代への回顧」(Rückblick auf meine zwei Leipziger Jahre)に詳しい。ライプツィヒ大学で古典文献学教
  授であるリッチュルの愛弟子となったニーチェの学究生活の記載とともに、当時のニーチェの学問的教養に 
  関する立場が記されている。一例として、当時同じ文献学の学生であったキンケルが、文献学の背後に政治 
  的な目的がなければならないと主張したのに対し、ニーチェは、学問が中立性を保つことの重要性を指摘し、
  反論している(Vgl. Nietzsche,Friedrich:Werke in drei Bänden, Bd.3,hrsg.v.K.Schlechta,1973. S.136.)。 
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